
 

５年 算数 

「分数」 
 

   

 

 

 

 

  

実感を伴って，分数の大きさをとらえさせる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

単位分数何個分，１をい

くつに分けた何個分，マ

ス図やテープ図に色を塗

る等，真分数，帯分数，

仮分数を，いろいろな表

し方で表現させる。 

 

１個を４つに等し

く分けた１つ分は，４

分の１だよね。 

（2 年の学習の想起） 

テープ図に表して考えてみる

と・・・もとになる「１」が違う

と，同じ４分の１でも，分数の大

きさが違うのね。 

低学年とのつながり 
 ２年「分数」  

      もとになる１が違うと同じ分数で 
も大きさが違う。 

分数の学習は，単に数の操作ではなく，具体 

物やマス図やテープ図等を用いて理解させてい

きましょう。「１」という基準量をどう表すか，

具体的場面を示すことで，量感や多面的な見方を

養うことができます。 

○計量計に色水を入れたものを図示する。 
○テープ図に色を塗る 

等の活動を、真分数と同じように、仮分数・帯分

数でも行いましょう。 

もとになる「１」はどれかな？  

○１Ｌを基準にした時の１Ｌより

多い場合の表し方を考える場面  

○１ｍを「１」，または，２ｍを「１」

とテープ図に表す場面  



見通しをもって，順序立てて考えさせる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         まず，この２枚が同じならば，帯分数に直して，分子が５になるはずです。 

         
１１

９
＝1 ２

９
だから，分子が５ではなく２です。だから，この 2 枚は同じ大きさで

はありません。 

         次に，
１２

７
を同じように帯分数にしてみると，1 ５

７
になります。1 ５

イ
と比べてみる

と，分子が同じ 5です。だから，1 ５

イ
と

１２

７
は同じ大きさの分数といえます。 

 
 
 
 
 
 

算数の用語を用いて説明させる 
 

 

分かっていることと，分か

らないことを整理し，順序

立てて考えさせる。 

問題場面から，何が分かって，何が分からない 

のか，何が分かれば答えが導き出せるのか，見通

しをもたせましょう。 

 条件を整理して，「○○なら，△△になる」 

「■■ならば，●●をすればよい。その理由は，

～だからです。」という見通しや順序を，板書や

ノートに示し，「まず」「次に」「だから」など

の言葉を用いて説明させましょう。 

 分数の学習場面では，多くの算数の用語が出てきます。体

験と交えて身に付けてきた用語を，図や具体物をイメージし

ながら，授業でたくさん用いさせましょう。分数そのもので

なく，等しい大きさの分数の分母を問うような課題は，用語

を用いる必然性が高まります。 

「帯分数を仮分数に直す」「等しい」「等しく分ける」 
「同じ大きさの分数」「大きさの違う分数」 
「分母が同じ」「分子で比べる」  

分数の学習場面

で扱う算数の用

語を用いて，自

分の考えを説明

させる。 

この２枚が同じだとすると，残りの３枚の中に 1 ペ

アあるはずだ。 

こんな考え方もできるよ。分母イに当てはめて考えると， 

もし，分母が７なら，1 ５

７
 ＝

１２

７
 で，分子が１２になる。だから… 

もし，分母が９なら，1 ５

９
 ＝

１４

９
 で，分子が 14 になる。だから… 

仮定・検証

の場面分け 

低学年でも，「もし～ならば」

「例えば～」を用いて説明させ

ましょう。 
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５年 算数

「直方体と立方体」

立方体を作らせ，立体感覚を育てる

立方体の展開図を考え，立方体を作立方体のいろいろな展開
る活動を通して，立体感覚を育てま図を考えさせ，実際に１
しょう。枚の紙から立方体を作る

活動をさせる。

この展開図はできるかな？

組み立てて，確かめよう！

この展開図はできそうだ。

・・・できた！

考えた展開図を実際に組み立て

て，立方体になるか確かめてみま

しょう。

立方体は，６つの正方形の面か

らできています。展開図は，その

６つの正方形をどのようにつなげ

たらよいでしょうか。

低学年とのつながり

１年 立体を構成している面の形に着目
する。

，２年 箱の形をしたものを切り開いたり
。切り開いたものを組み立てたりする

低学年では，立体
を転がして面を写し
取ったり，箱を切り
開いたりして，面の
形とつながり方に着
目させましょう。



Ａ

Ｂ

展開図から立方体ができない原因を探らせる

いろいろな展開図を考える中で，考えた展開図を組み立て，
立方体ができない展開図について，できない場合の原因を考
その原因を考えさせましょう。えさせる。

念頭操作で，立方体をイメージさせる

展開図で，底面を固定して考えさせ展開図を見て，実際に組
ましょう。色を付けると考えやすいみ立てなくても，立方体
です。まず，４つの側面を見付けさができるかできないかを
せて，その後に，上面を確認させる考えさせる。
ようにしましょう。

組み立てると，Ａの面とＢの面が

重なって，面が一つ足りません。

だから，この展開図では立方体が

できません。

底面の周りに４つの側面があるの

で，イメージしやすいね。

この展開図は，立方体ができます。 底面の周り
に側面が２つ
しかないけれ
ど，組み立て
ると側面が４
つできます。

この展開図
は，立方体が
できそうです
ね。

この展開図は，なぜ立方体が

できないのでしょうか。

低学年では，切り開い
た箱を組み立てる活動を
させましょう。

次の展開図は，立方体ができるで

しょうか。頭の中で組み立てて考え

ましょう。

立方体の底面をどの面に

するかによって，イメージ

しやすくなるね。

側

側

側

側 底 上

底面は青，側面は黄，上面は赤に

して，考えてみましょう。

底
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